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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスク回転盤上に押え付け装置で締付けられるプレート型情報媒体用の、不平衡を補
正する手段を有する記録あるいは再生装置において、
　前記不平衡を補正する手段が、押え付け装置内に配置され、前記情報媒体を走査するた
めに必要な内側の走査径よりも大きい径を有し、円状に走る溝と、円状に走る溝の中の少
なくとも１つのディスクにより形成されている、
記録あるいは再生装置。
【請求項２】
　前記不平衡を補正する手段が、押え付け装置内に設けられ、溝によって形成される不平
衡を補正する装置であって、前記溝内には、補正手段として設けられる少なくとも１つの
ディスクがあり、該ディスクは、半径方向に対して垂直な方向に突起物を有する、
請求項１に記載の記録あるいは再生装置。
【請求項３】
　ディスク回転盤上に押え付け装置で締付けられるプレート型情報媒体用の、不平衡を補
正する手段を有する記録あるいは再生装置において、
　前記不平衡を補正する手段が、押え付け装置内に設けられ、溝によって形成される不平
衡を補正する装置であって、該溝内には、補正手段として設けられる少なくとも１つのデ
ィスクがあり、該ディスクは、半径方向に対して垂直な方向に突起物を有する、
記録あるいは再生装置。



(2) JP 4062839 B2 2008.3.19

10

20

30

40

50

【請求項４】
　補正手段として設けられる前記ディスクは、半径方向に対して垂直方向の突起物を両側
に有する、
請求項３に記載の記録あるいは再生装置。
【請求項５】
　前記突起物は、ディスク材料と比較して均質である材料で形成されている、
請求項３に記載の記録あるいは再生装置。
【請求項６】
　前記突起物は、ディスク材料と比較して表面滑りを有する材料で形成されている、
請求項３に記載の記録あるいは再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プレート型情報媒体の不平衡を補正する手段を有する記録あるいは再生装置で
あって、いわゆる自動平衡器が、ディスク回転盤にも駆動モータにも提供されない記録あ
るいは再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
情報媒体、例えばＣＤ、ディスク回転盤、そして場合によっては駆動モータから生じる不
平衡を自動的に補正するいわゆる自動平衡器を意味する装置は、一般によく知られている
。こうした自動平衡器は、ＣＤ　ＲＯＭ駆動における連続的な回転速度の増大に伴い必要
となったが、それは、元来遅い速度で提供される情報媒体を高速で読み取る及び／あるい
は書き込むことができるようにするためである。回転速度が増大した理由は、特に、アク
セス時間の減少及び提供されるデータ速度の増大によるものとみることができる。すでに
単純な走査速度の何倍にもなる回転速度が増大すると、走査ビームを確実に情報トラック
上に案内するために、偏向及び不規則な質量配分により生じる遠心力及び／または振動を
抑えることが必要となる。情報媒体用のディスク回転盤に提供される自動平衡器は、円状
に走る溝を有し、そこには不平衡を補正するため複数の球が提供され、球は偏向が発生し
た場合に不平衡を抑えるように、ディスク回転盤とともに回転し、円状に走る溝内に相互
に整列している。
【０００３】
概してディスク回転盤は、駆動モータを有する構造的装置を形成するので、例えば、別の
装置の費用面で有効な駆動モータを自動平衡器と結合することはできない。既知の自動平
衡器は、ディスク回転盤あるいは駆動モータ内の情報媒体の走査側に配置される。その結
果、自動平衡器に可能な外径は、情報媒体の内側の走査径により限定される。従って、一
定の不平衡を補正するために全体的に高さが必要となるが、それは自動平衡器内で使用さ
れる球の径により決定される。
【０００４】
さらに、自動平衡器の応答が、わずかな不平衡を有している時、情報媒体の有効性を確実
にするため及び自動平衡器を機能させるのに必要な情報媒体の振動を低減するために改良
される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、基本的に、自動平衡器に必要な全体的な高さを減少させること、自動平
衡器の応答を改良すること、及び駆動モータ及び情報媒体用ディスク回転盤に対して大き
な影響を受けない自動平衡器を作ることにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は独立した請求項に詳記された手段で達成され、有利な改良及び展開が、独立した
請求項に明確に記されている。
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【０００７】
本発明の１つの側面は、既知の自動平衡器を構成する可能性が限られているにもかかわら
ず、目的で述べられた要求に対応する解決策を見つけることである。
【０００８】
本発明は、情報媒体の走査及び駆動側から影響を受けない自動平衡器を構成する原則に基
づいている。それは、自動平衡器が情報媒体の走査側ではなく、ディスク回転盤上の情報
媒体を保持する押え付け装置内に配置されるという事実による。
【０００９】
自動平衡器の球が互いに対して整列している溝は、駆動軸に対してできるだけ中央に配置
されるので、最初は押え付け装置内に提供される自動平衡器と比較しうる結果は達成でき
ないと思われた。驚くべきことに、押え付け装置内に自動平衡器を配置することによって
生じる利点は、自動平衡器と駆動軸の間の拡大した公差鎖の不利益よりも重要であること
が明らかになった。自動平衡器の原理は、装置の不平衡から発する振動と平衡器の振動間
の、１８０°の位相シフトを伴う不平衡が補正されることにある。従って、振動形態に対
応する支持が非常に重要である。自動平衡器を押え付け装置に配置することによって、振
動装置の締付け地点からの距離が増大し、情報媒体の偏向が自動平衡器の比較しうる偏向
とともにより小さくなる結果となる。一方、このことはまた、自動平衡器の操作方法に必
要な振動の振幅が、自動平衡器に対して比較的速く届き、情報媒体の振動がより少なくな
ることを意味する。これは、自動平衡器を押え付け装置内に配置することで自動平衡器の
応答が改良され、自動補正が、情報媒体の不平衡がより小さくなることですでに達成され
ることを意味する。
【００１０】
自動平衡器を押え付け装置に配置することのさらなる利点は、自動平衡器の径がもはや情
報媒体の内側の走査径によって限定されないことにある。自動平衡器に必要な高さを低減
する目的のために、自動平衡器の溝の中に既知の球に匹敵する機能を果たすディスクを有
する自動平衡器が提供される。補正手段の重さは、不平衡を補正する手段が配置される円
状に走る溝の径が大きいほど減少されうる。従って、溝によって形成される円により大き
な径が与えられると、不平衡を補正するためにより小さい球やディスクを使用すること及
びより少ない質量でもっと速く公称速度に達することが有利にできる。自動平衡器内で、
不平衡を補正する手段としてディスクを使用することは有利である。というのは、全体の
高さと走査ノイズの程度が両方ともより低くなるからである。ディスクと比較して、球は
より大きい走査ノイズを引き起こす。なぜなら、たいてい加速及び制動している間に溝の
中で数回転がり、互いに突き当たるからである。大きい摩擦のために、ディスクは比較的
速く停止する。ディスクが高い摩擦のために回転が少なく、従って最初は補正手段として
球より適さないと思われる不利益は、より小さい径の突起物を有するディスクを使用する
ことによって取り除かれる。軸受及び／または摩擦表面は、それにより減少する。１つの
設計によれば、不平衡を補正する手段として提供されるディスクは、２つの材料から成る
方法で構成され、突起物を形成する内側領域の材料は、好ましくは、優れた表面滑りを有
するプラスチックであり、外側領域の材料は、例えば、スチール、鉛あるいは真鍮といっ
た重い材料である。十分な軸受表面を確保するために、内径と外径の比は、３０％から５
０％の範囲で提供される。ディスクの内側領域の横方向の突起物は、１／２０ｍｍから５
／１０ｍｍの範囲で選択される。そしておよそ２ｍｍがディスクの厚さとして提供される
。しかし、原則的にディスクは１部材で対称形に設計される。
【００１１】
押え付け装置に提供される自動平衡器は、駆動モータや情報媒体用ディスク回転盤から大
きな影響を受けないので、要件に対応する異なる駆動装置を、回転する情報媒体用の自動
補正装置と有利に組み合わせることが可能である。
【００１２】
本発明は、以下の図面を使ってさらに詳細に説明される。
【００１３】
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【発明の実施の形態】
図２によると、プレート型情報媒体ＩＴの不平衡を補正する手段を有する既知の記録ある
いは再生装置は、自動平衡器を有するディスク回転盤ＰＴを有する。ディスク回転盤ＰＴ
の円蓋に中心を合わせた情報媒体ＩＴは、押え付け装置Ｐ、パックとも表されるが、によ
って押え付け装置Ｐとディスク回転盤ＰＴの間に締付けられる。この目的のために、ディ
スク回転盤ＰＴの円蓋に提供されるのは、磁石Ｎ、Ｓである。それは、押え付け装置Ｐに
提供される金属板Ｍを引き付け、それによってディスク回転盤ＰＴ上の情報媒体ＩＴに締
付け力が加わる。自動平衡器は、円状に走る溝Ｈによって形成され、そこには、特にディ
スク回転盤ＰＴの全体の高さを決定する補正球ＡＫが配置されている。規定の径から始め
ると、情報媒体ＩＴは、ディスク回転盤ＰＴの駆動側上で走査されるので、ディスク回転
盤ＰＴと自動平衡器にとって可能なディスク回転盤ＰＴの径は、情報媒体ＩＴの内側の走
査径によって限定される。しかし、例えば、１グラムセンチメートル（gram times centi
metre）までの不平衡は、規格に応じて生産されるＣＤにとって許容できるものなので、
自動平衡器は、少なくとも１つのこうした不平衡を補正できなければならない。自動平衡
器の外径は限定されるので、従って、そこから減らすことのできない全体の高さが必然的
に生じる。
【００１４】
さらに目的は、自動平衡器の偏向及び／または振動を確保することであり、その自動平衡
器は、不平衡を補正するために、溝に提供される補正球ＡＫが整列することのできる幅を
有する。必要な偏向は、補正球ＡＫが回転軸の近くに配置されればされるほど、あるいは
溝Ｈにより形成される円の径が小さくなればなるほど大きくなる。
【００１５】
振動システムの点から、既知の自動平衡器は、ディスク回転盤ＰＴ及び駆動モータととも
に、例えば、別の駆動モータの使用といった個々の部品の交換性に反する構造的な装置を
形成する。
【００１６】
ディスク回転盤ＰＴあるいは駆動モータ内の既知の自動平衡器の不利益を避けるため、図
１に対応する自動平衡器が提供される。それは、不平衡を補正するための装置を含み、押
え付け装置Ｐ内に提供される。ディスク回転盤ＰＴの円蓋に中心を合わせた情報媒体ＩＴ
が、押え付け装置を使ったよく知られた方法で、ディスク回転盤ＰＴと押え付け装置Ｐの
間に締付けられる。
【００１７】
参照符号は、図２に対応する形で、図１に使用されている。
【００１８】
図１に対応する不平衡を補正する装置は、全体の高さがより低く、その高さは押え付け装
置Ｐ内の円状に走る溝Ｈの径が大きいほど許容されることが明らかとなる。図１に対応す
る設計において、情報媒体ＩＴ、場合によってはディスク回転盤及び駆動モータから生じ
る不平衡を補正する補正手段Ａとしてディスクが提供され、それらは、不平衡に対抗する
よう円状に走る溝Ｈの中で互いに対して整列している。補正手段Ａとして使用されるディ
スクは、例えば１つの材料から成るように均質に設計されるか、あるいは不均質に設計さ
れる。しかし本発明は、ディスク型の補正手段に限定されない。というのは、適当な径の
球もまた、補正手段Ａとして適するからである。１つの設計によると、３ｍｍ径で全体の
質量が０．９ｇである８個の球が、押え付け装置Ｐ内の３．２５ｍｍの幅で２８ｍｍの外
形を有する溝Ｈに、１．１２５グラムセンチメートルまでの不平衡を補正するために配置
される。１グラムセンチメートルまでの不平衡を有するＣＤの補正は、６５９０から７３
５０回転／分のスピード範囲でのこうした設計ですでに達成される。原則として、溝Ｈの
進路が有する径と、補正手段Ａに適用される質量との間には相関関係があり、質量は、径
が大きくなるにつれて減少する。押え付け装置Ｐの径が情報媒体ＩＴの内側の走査径によ
り限定されないので、結果として、押え付け装置Ｐ内の自動平衡器の設計に対する構成の
範囲が大きくなり、原則として全体の高さがより低く達成される。押え付け装置Ｐ内に提
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供される自動平衡器は、ディスク回転盤ＰＴ及び駆動モータからほとんど影響を受けず、
溝Ｈにより形成された円の径が大きくなることにより、不平衡を補正するための補正手段
Ａを整列させるために、自動平衡器の偏向がより小さくなることが要求される。
【００１９】
不平衡を補正するために押え付け装置Ｐ内に提供される装置は、好ましくは、不平衡を補
正する手段を持たない押え付け装置Ｐに対応する全体の高さを有するように構成されるが
、それは、異なる装置を設計する際に高い適応性を達成するため及び他の装置の部品に対
していかなる変化も引受ける必要がないようにするためである。
【００２０】
図３は、自動平衡器内で不平衡を補正する手段として使用されるディスクを通った断面の
原理を略図で示している。補正手段Ａとして使用されるディスクは、径がＤＩの突起物Ｕ
１を有し、径ＤＩはディスクの外径ＤＡの３０％から５０％の範囲で選択される。枠内に
Ｇの表示とともに記された矢印は、重力のかかる向きを表し、駆動装置が水平方向の位置
に取り付けられる時、突起物Ｕ１により軸受表面あるいは摩擦表面が減少することをわか
りやすくしている。ディスクは２つの材料から成るように構成され、内側領域の材料は突
起物Ｕ１を形成し、好ましくは、例えばアセタール・ホモポリマーあるいはアセタール・
コポリマーといった優れた表面滑りを有するプラスチックＰＯＭであって、それらはDerl
in、Hostaform、あるいはUltraformの商品名でも知られている。こうした材料は、硬くて
摩擦が少なく、耐磨耗性の表面を有する。補正手段Ａとして使用されるディスクは、溝Ｈ
内の突起物Ｕ１上で滑動し、溝の表面ＰＡは、好ましくは、ポリアミドで形成される。ポ
リアミドは、硬く強靭で、耐磨耗性があり、引っ掻きを防ぎ、非常に優れた表面滑りを有
する。適切な質量を適用するために、例えばスチール、鉛あるいは真鍮といった重い材料
が、ディスクの外側領域の材料として適しており、１．５から２．５ｍｍの範囲の高さＳ
がある。ディスクの内側領域内の突起物Ｕ１は１／２０ｍｍから５／１０ｍｍの範囲で選
択される。
【００２１】
駆動装置が水平方向の位置で取り付けられる場合は、１つの突起物Ｕ１で十分である。し
かし、ディスクもまた１つの部品で対称形に設計されうる。第２の突起物Ｕ２は特に、駆
動装置が鉛直方向の位置に取り付けられる時は、両方の面を滑動するために提供され、水
平方向の位置で取り付けられる場合には、取り付けの際にディスクの整列を考慮する必要
がないという利点を提供する。ディスク形状の補正手段Ａは従って、特に有利である。と
いうのは、全体の高さと走査ノイズの両方がより低く達成されるからである。
【図面の簡単な説明】
【図１】情報媒体をのせたディスク回転盤及び不平衡を補正するための押え付け装置内の
自動平衡器を通る断面の原理を略図で示している。
【図２】不平衡を補正するためのよく知られた手段と、ディスク回転盤内の自動平衡器を
通る断面の原理を略図で示している。
【図３】自動平衡器内で、不平衡を補正する手段として使用されるディスクを通る断面の
原理を略図で示している。
【符号の説明】
Ａ　補正手段
ＩＴ　プレート型情報媒体
Ｈ　円状に走る溝
Ｍ　金属板
Ｐ　押え付け装置
ＰＴ　ディスク回転盤
ＡＫ　補正球
ＰＡ　溝の表面
ＰＯＭ　プラスチック
ＤＩ　突起物Ｕ１の径
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ＤＡ　ディスクの外径
Ｓ　高さ
Ｕ１　突起物
Ｕ２　第２の突起物

【図１】

【図２】

【図３】
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